
コ
ー
ン
ウ
ォ
ー
ル
は
今
日
も…

 

 

吉
田 

眞
人 

 

二
年
振
り
の
Ｇ
７
が
イ
ギ
リ
ス
・
コ
ー
ン
ウ
ォ
ー
ル
の
カ
ー
ビ
ス
ベ
イ
で
開
か
れ
た
。
コ
ー
ン
ウ
ォ

ー
ル
は
ブ
リ
テ
ン
島
の
南
西
部
に
突
き
出
た
半
島
部
の
呼
称
で
、
行
政
区
で
も
あ
る
。
北
側
は
ケ
ル
ト

海
（
大
西
洋
）
に
、
南
側
は
英
仏
海
峡
に
面
し
、
突
端
部
の
岬
はL

a
n

d

‘s E
n

d

と
呼
ば
れ
て
い
る
。 

 

こ
の
地
へ
は
二
回
訪
れ
た
。 

最
初
は
三
十
数
年
前
の
イ
ギ
リ
ス
勤
務
時
代
に
年
末
年
始
の
休
暇
で
。
イ
ギ
リ
ス
の
冬
は
雨
期
で
、

且
つ
日
も
短
く
、
一
日
中
薄
暗
い
。
ロ
ン
ド
ン
か
ら
西
の
方
に
行
け
ば
多
少
は
改
善
す
る
か
と
思
っ
た

が
、
全
く
そ
ん
な
事
は
な
く
、
連
日
ほ
ぼ
雨
ま
た
雨
。 

ホ
テ
ル
で
は
大
人
と
子
供
の
扱
い
が
峻
別
さ
れ
て
お
り
、
子
供
は
六
時
か
ら
別
室
で
夕
食
、
そ
の
後

の
大
人
の
時
間
の
レ
ス
ト
ラ
ン
に
は
同
伴
で
き
な
い
。
大
晦
日
に
は
デ
ィ
ナ
ー
が
延
々
と
続
き
、
隣
席

の
客
と
盛
り
上
が
り
、
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
と
共
に
ブ
ラ
ン
デ
ー
が
供
さ
れ
最
高
潮
に
達
し
新
年
を
迎
え

た
。 二

回
目
は
、
最
近
、
と
言
っ
て
も
も
う
八
年
前
に
、
早
稲
田
の
老
人
学
級
「
英
詩
を
愉
し
む
」
の
有

志
と
初
秋
に
。
イ
ギ
リ
ス
に
造
詣
の
深
い
友
人
達
が
企
画
し
た
旅
で
、
テ
ー
ト
・
セ
ン
ト
ア
イ
ビ
ス
（
一

九
九
三
年
に
開
設
。
ロ
ン
ド
ン
に
あ
る
テ
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
別
館
）
や
グ
リ
ー
ン
ウ
ェ
イ
ハ
ウ
ス
（
ア

ガ
サ
・
ク
リ
ス
テ
ィ
の
別
宅
、
二
〇
〇
二
年
に
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト
ラ
ス
ト
に
寄
託
さ
れ
た
。
隣
の
デ
ボ
ン

州
ト
ー
キ
ー
郊
外
に
あ
る
）
の
訪
問
等
か
な
り
オ
タ
ク
度
の
高
い
旅
で
あ
る
。
連
日
雨
と
い
う
わ
け
で

は
な
か
っ
た
が
、
傘
は
大
い
に
活
躍
し
た
。 

 

二
回
と
も
最
西
端
のL

a
n

d

‘s E
n

d

も
訪
問
。 

こ
こ
で
面
白
い
看
板
を
見
つ
け
た
。
曰
く
、 
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（S
c
ille

s

は
沖
合
４
５
㎞
の
島
嶼
群
） 

尚
、
イ
ギ
リ
ス
名
物
の
ア
フ
タ
ヌ
ー
ン
テ
ィ
ー
に
供
さ
れ
る
ス
コ
ー
ン
に
は
、
苺
ジ
ャ
ム
と
共
に
コ

ー
ニ
ッ
シ
ュ
・
ク
ロ
テ
ッ
ド
ク
リ
ー
ム
を
つ
け
る
の
が
正
統
で
あ
る
。
海
霧
を
含
ん
だ
牧
草
を
食
ん
だ

牛
の
乳
か
ら
作
ら
れ
て
い
る
の
で
コ
ッ
テ
リ
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。 

 
 

 
 

 
 

 

Land’s End  


